
第32期 中間報告書
2019 年 9 月 1 日 ▶ 2020 年 2 月 29 日

（単位：百万円）
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経常利益 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

経常利益及び親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

（注）‌‌当社は、2017年９月29日付で普通株式１株につき400株の株式分割を行っておりますが、第29期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、1株当たり四半
期（当期）純利益を算定しております。

売上高

前期比

11.6% 増

62億98百万円

営業利益

前期比

18.5% 増

2億46百万円

経常利益

前期比

25.2% 増

2億42百万円

親会社株主に帰属する
当期純利益

前期比

3.7% 増

1億48百万円

2020年8月期 第2四半期

2020年8月期の通期見通し

財務ハイライト Financial Highlights



社会インフラを支える
水と空気のプロフェッショナル集団

技術を見つけ、育て、活かす

　株主の皆様におかれましては、平素より格段のご高配を賜り、厚く御礼
申し上げます。この度、2019年11月28日付で代表取締役社長に就任い
たしました、釆女　信二郎と申します。すべての役員・従業員一丸となり、
一層の事業規模の拡大を追求し企業価値の向上に努めていく所存ですの
で、どうぞよろしくお願い申し上げます。
‌ 代表取締役社長　釆女‌信二郎

　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改
善が続くなか、米中貿易摩擦やEU離脱問題などから海外経済への影響が
危惧されます。また、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が世界
各国に拡がっており、未だ収束の兆候が見えない状況から、先行きは不
透明な状況が続いております。
　このような状況のもと、当社グループは、安定収益基盤である環境・
エネルギー事業において、引き続き水処理機器とその関連機器及び景観
配慮型防潮壁「シーウォール」の拡販に注力してまいりました。
　また、2019年12月に当社が全株式を取得し子会社化した協立電機工
業株式会社においては、買収後も事業が堅調に推移してきたことで同社
の経営成績が当社グループにおける営業基盤の底上げに寄与しました。
　なお、景観配慮型防潮壁「シーウォール」については、前期で受注し
持ち越しとなっている案件のほか、当期におきましても大型案件を受注
しており、これらの実績が第3四半期以降で経営成績に反映されてくるこ
とから、今後に期待がもてる状況となっております。

　このほか、コロナウイルス感染被害の拡大により、オゾン装置に対す
る問い合わせが多く寄せられ、こうした反応を受けての引き合いや受注
も急増している状況であります。
　動力・重機等事業においては、船舶関連機器及びプラント関連機器の
受託製造事業に係る需要環境が良好であったことを背景に、第2四半期以
降も受注は増加傾向で推移し、経営成績は順調に推移しました。
　防災・安全事業においては、主力のスプリンクラー消火装置ナイアス
に係る工期が第3四半期以降にまたがるものがあったことや、有床診療所
向けスプリンクラー消火装置の設置補助金枠が今年度は想定以上に低水
準であったことなどから、経営成績は低調な推移となりました。
　他方、原子力発電所における安全対策として継続実施してまいりまし
たスプリンクラー消火装置ナイアスの実機導入に向けた設計業務を終え
ることができました。今後は本業務に関して次のステージに進むことと
なり、エネルギー関連市場での需要獲得に向け期待がもてる状況となっ
ております。
　以上の結果、当第2四半期連結累計期間の経営成績は、売上高3,091
百万円（前年同期比10.9％増）、営業利益86百万円（前年同期比27.1％
増）、経常利益96百万円（前年同期比31.9％増）となりました。親会社
株主に帰属する四半期純利益は、2019年12月に当社が子会社化した協
立電機工業株式会社の株式取得に係る「負ののれん」24百万円を特別利
益に計上したことで相当額増加し87百万円（前年同期比80.3％増）とな
りました。

左：代表取締役会長‌‌来山 哲二
右：代表取締役社長‌‌釆女 信二郎

防災・安全事業環境・エネルギー事業

動力・重機等事業

ポンプ スプリンクラー消火設備用
加圧送水装置

（製品名「ナイアス」）

事業別売上比率

47％

11％
42％

環境・エネルギー事業
動力・重機等事業
防災・安全事業

エンジン台版

株主の皆様へ Top Message

事業別の概況 Operating Results
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　2020年１月１日付で、当社の連結子会社である株式会社三和テスコ（吸収
合併存続会社）と株式会社ミモト（吸収合併消滅会社）の子会社間合併を実
施いたしました。株式会社三和テスコと株式会社ミモトは従前より取引関係
にあり、両社は当社グループ内にて連携を取りながら経営を行ってまいりま
した。今後、両社にとって更なる付加価値を生み出すことを命題とし、また、
経営資源の集結・業務の効率化・生産拠点の相互活用・ノウハウの融合・現
場に対する管理体制強化・コストダウン・受注機会の拡大などを目的として、
株式会社三和テスコと株式会社ミモトの合併を実施いたしました。

　2019年12月３日、協立電機工業株式会社（神奈
川県茅ケ崎市）の全株式を取得し、同社は当社の完
全子会社となりました。
　新たにポエックグループへ加わった協立電機工業
株式会社は1952年設立、68年の実績を持ち、モー
ターコイル、陸上ポンプ、水中ポンプ等の機器メン
テナンス及び修理業を行っております。長い歴史の
中で国内の多くの大手取引先と安定した取引を継続
しており、信頼あるサービスを提供しております。
　加えて、同社は技術力を強みとする高収益企業
（2019年12月期：売上高営業利益率22.8%、売上高
経常利益率24.2%）であります。この度、同社が当
社グループへ加入することにより、人員体制の拡大
が容易になり、また、当社グルー
プとの技術交流や協業を通じて、
一層の技術力向上並びに販路の拡
大により事業基盤が強化され、かつ、
関東地方における機器メンテナン
ス・修理案件受注拡大などの相乗
効果を期待することができます。

当期初のM&Aを実施！協立電機工業株式会社がポエックグループに加わりました。

株式会社三和テスコ 株式会社ミモト

溶接現場

調印式後の新旧代表取締役

巻線室‌作業風景役職員一同

子会社株式会社三和テスコと株式会社ミモトによる子会社間合併を実施！新たな体制へ

トピックス Topics



事 業 年 度 毎年9月1日～翌年8月31日
期末配当金受領株主確定日 毎年8月31日
中間配当金受領株主確定日 毎年2月末日
定 時 株 主 総 会 毎年11月
株 主 名 簿 管 理 人

三井住友信託銀行株式会社
特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063‌東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電話‌0120-782-031（フリーダイヤル）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

公 告 の 方 法

電子公告により行います。
公告掲載URL‌http://www.puequ.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じたときは、
日本経済新聞に掲載して公告いたします。）

（ご注意）
1．‌‌株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されて
いる口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券
会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三井住友信託銀行）ではお取り扱いできませ
んのでご注意ください。

2．‌‌特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三井住友信託銀行が口座
管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三井住友信託銀行）にお問
合せください。なお、三井住友信託銀行全国本支店にてもお取次ぎいたします。

3．‌‌未受領の配当金につきましては、三井住友信託銀行本支店でお支払いいたします。

株主メモ

本社
広島県福山市南蔵王町二丁目1番12号
ホームページからも当社のI R情報を
ご覧いただけます。
URL：https://www.puequ.co.jp/

発行可能株式総数� 4,000,000株
発行済株式の総数� 2,124,500株
株主数� 1,767名

商 号 ポエック株式会社

本社所在地 広島県福山市南蔵王町二丁目1番12号

設 立 1989年1月25日

資 本 金 736,286,275円

従 業 員 数 71名

事 業 内 容

1　�ポンプ、送風機、空調機、工場設備機器の
販売

2　機器類修理、保守点検、設計施工
3　熱交換器の販売
4　防災機器の販売

大株主（上位10名）
株　主　名 持株数 持株比率

来山　哲二 314千株 14.8%
釆女　信二郎 174 8.2
東洋額装株式会社 115 5.4
来山　美佐子 65 3.1
ポエック従業員持株会 50 2.4
GOLDMAN‌SACHS‌INTERNATIONAL 43 2.0
小林　正明 40 1.9
下田　和子 40 1.9
宮地　治夫 25 1.2
藤田　砂智 23 1.1

代 表 取 締 役 会 長 来 山 哲 二
代 表 取 締 役 社 長 釆 　 女 　 信 二 郎
専 務 取 締 役 寒 川 貴 宣
常 務 取 締 役 三 谷 俊 二
常 務 取 締 役 松 村 俊 宏
取 締 役 吉 本 貞 幸
取 締 役 藤 田 立 雄
取 締 役 村 本 　 修
取 締 役（ 社 外 ） 森 　 紀 男
取 締 役（ 社 外 ） 大 植 　 伸
常 勤 監 査 役 本 瓦 益 久
監 査 役（ 社 外 ） 小 林 　 景
監 査 役（ 社 外 ） 曽 川 俊 洋

株式の状況 会社の概要

役　員

（2020年2月29日現在）

所有者別株式分布状況

2,124,500株

 個人・その他
1,831,165株 86.19%

金融機関
6,100株 0.29%

自己株式
400株 0.02%

外国法人等
51,700株 2.43%

その他の法人
208,200株 9.80%

金融商品取引業者
26,935株 1.27%

株式情報／会社情報 Stock Data／Corporate Data 

ポエック・プレミアム優待倶楽部
ヘルプデスク

0120-980-965
受付時間：午前9時～午後5時 ※土・日・祝日を除く

ポエック・プレミアム優待倶楽部の専用サイト‌ ‌
（https://puequ.premium-yutaiclub.jp/）にて商品
交換をお申込いただけます。
電話での交換は、2020年8月31日（月）午後5時まで。
インターネットでの商品交換は、2020年8月31日（月）
深夜24時まで。

株主優待のご案内
2020年5月12日（火）サイトオープン


